
ＤＸＣＣメンテナンス画面 P-1
（ＤＸＣＣカントリーリスト）

削除（通常未使用）

プリフィックスを削除

交信済・未交信・回収済、検索
条件（未更新、更新済、回収済）及び
抽出項目（MIX、ＣＷ・・等）の
組み合わせによりプリフィックスを抽出

①各種検索
プリフィックス検索
ＤＸＣＣＮＯ検索
ゾーン検索

リフレッシュ
選択状態を解除し、
プリフィックス順にソート

ワーク欄PREコピー
ワーク欄のプリフィックスを
テキストボックスへコピー

テキスト欄
ここに記入した内容で水色検索
ボタンで検索します。
記入後のリターンで
①検索を実施

データ欄（リードオンリー解除中は直接修正可）
（コールサイン欄はいつでも直接修正可）

プリフィックス等登録データ欄
（ユーザー全員の共有事項で重要なため通常直接修正不可）
・ 修正方法（算定的に使用する場合のみ）
右のリードオンリーを解除すると訂正可

注意 （Ｐ－５要確認）
右のメンテナンスを行うと「DXCCLIST.TXT」によりＤＸＣＣ番号に基づき自動的にメンテナンス実施
ユーザー全員を統一して修正を行いますので要修正事項はＪＡ５ＢＧＡまでレポート願います。

カントリーリスト印刷
ＤＸＣＣチェック用の
リストを印刷

メンテナンス
「DXCCLIST.TXT」によりＤＸＣＣ番号
に基づき自動的にメンテナンス

ＤＸＣＣ追加、削除時に使用

② カントリー検索

マニアル最終修正日：２０１８／０８／１９

★ 注意 ★：プリフィックス、ＤＸＣＣ番号は変更不可（P-5参照）



ＤＸＣＣ_ＣＯＵＮＴ画面 P-2
クリックで下記の画面表示

選択するとそれぞれの内容での数値画面に切り替わります。
基本のデータは「ＤＸＣＣカントリーリスト」よりカウントします。

年間、期間指定、検索データ指定ＤＸＣＣカウント
単にカウント、行ったりテキストファイルへ出力したりできます。

詳細はメイン画面マニアル P-26
月間、年間、検索分、ＤＸＣＣ把握とデータ作成を参照



ＤＸＣＣカントリーリストの合わせ方 P-3

これはあくまで当方のアイディアとして考えていただき参考として作業をしていただければと思います。

皆さんで良い方法が在れば紹介願います。
ここでは、当方におけるチャレンジ賞までの合わせ方を記載しておきますので参考にしてください。

１ ＢＧＡＬＯＧとＬＯＴＷのアワードのマトリックスを用意します。
⑴ ＢＧＡＬＯＧ
・ 直接カントリーリストを出力（案１）

メイン⇒ＤＸＣＣ⇒カントリーリスト印刷
プリフィックス順に「プリフィックス、カントリー名、ＭＩＸ～モードバンド別」までの一覧
が印刷されます。

・ テキストファイルに取り出す場合（案２）
メイン⇒ＬＯＴＷ等 ＤＢ処理・・・⇒初期のチェックの他必要な項目にチェックして出力
「DXCCdata.TXT」が出力されますのでこれを基にエクセル等に取込加工して利用

⑵ ＬＯＴＷのアワードのマトリックス
・ メイン⇒ＬＯＴＷ（ログオン）⇒ＡＲＲＬへ接続⇒アワード⇒アワードアカウント

⇒View Award Credit Matrix⇒DXCC Award Credit Reportを表示し「Noスクロール」を押していた欄を全
て表示した後印刷します。

２ 両者を比較して不一致の場所をチェックして両方に印を入れます。

３ ARRL Logbook of the World DXCC QSL Card Reportをダウンロードしておきます。
For an ADIF download with the details of all QSLs in your DXCC record use DXCC QSL Download. 

完全に合わせたい場合は、このリストの通り登録する必要がありますが、苦労が多く意味が有りま
せんので当方は右の「Ｒ」と「Ｘ」のチェックのみを実施します。

４ 不一致部分の整合
Ｔ ⇒ ＱＳＯ未回収はそのまま放置します。
「Ｒ」無し「Ｘ」有り ⇒ そのカントリーリストの該当乱に「R」を登録し、バンド別・モード

別欄にそのコールサインを記入します。
「Ｒ」有り「Ｘ」無し ⇒ カードを探してＤＸＣＣ申請を実施します。

誤投入の場合は「半角スペース」に置き換え未交信等に変更。

以上でＢＧＡＬＯＧのＤＸＣＣカントリーリストが正しいものになります。

<CALL:6>VE7CML 「DXCC QSL Card Report」のデータ例
<QSO_DATE:8>19790101
<APP_LoTW_MODEGROUP:5:S>PHONE
<APP_LoTW_MODE:5:S>PHONE
<BAND:3>15M
<DXCC:1>1
<COUNTRY:6>CANADA
<CREDIT_GRANTED:24>DXCC,DXCC_MODE,DXCC_BAND
<APP_LoTW_CREDIT_GRANTED:40:S>DXCC-M,DXCC-PH,DXCC-15,DXCC-CHAL,DXCC-5B
<eor>

相互チェック

⇐ ｅｄｇｅでの印刷設定画面

相互チェックを行いＢＧＡＬ
ＯＧ側とＡＲＲＬ側を一致さ
せればその後はＮｅｗが出れ
ば、ジャバーンと叫ぶのみで
す。 ＦＢ ＤＸ！

ＢＧＡＬＯＧの
消滅カントリー
先頭に半角の「･」
ﾄﾞｯﾄ有り

https://lotw.arrl.org/lotwuser/awardaccount?awardaccountcmd=status&awg_id=DXCC&ac_acct=1&bingo=1#list
https://lotw.arrl.org/lotwuser/logbook/qslcards.php?ac_acct=1


ＤＸＣＣカントリーリストの合わせ方 P-4
（便利なツール）

周波数文字クリック

その周波数に登録されている「Ｅ６」を全
て抽出

ゾーン番号クリック
そのゾーンに登録されている局を全て抽出

プリフィックス選択
そのプリフィックスに登録されている「Ｅ６」を全て抽出不一致項目について局を特定する

これらの機能を上手に使用すると効率的
に作業できます。

ここでの検索はその登録プリフィックス等
が一致したもののみを検索します。

カントリー名クリック

そのカントリー「ＮＩＵＥ ＩＳ．」に登録されている局を
全て抽出

コールサイン名クリック
バンド、モードの一致局を抽出します。

モード名欄クリック

そのプリフィックス「Ｅ６」とモードが一致
する局を全て抽出

マウスが「ハンドマーク」になる場所
その場所は何らかのコマンドが埋め込まれています。
ここでの説明はＤＸＣＣカントリーリストチェックに必要な部分のみ記載しています。
その他はメイン画面のマニアルをご覧になってください。

★ ＤＸＣＣリストの補正方法
（業務日誌に登録のデータにて補正）

★ 全カントリー 一括補正
全てのカントリーリストを補正します。

業務日誌のデータ量により数分かかる場合が
あります。

★ 当該カントリーのみ補正
現在表示されているカントリーリストのみを補
正します。

チェックを入れていると実施の都度の実施確認
の問い合わせがありません。

注意

登録している業務日誌のデータよりＤＸＣＣリス
トを補正しますので次の項目が正しく登録されて
いる必要があります。
・ プリフィックス、ＤＸＣＣ番号
・ 周波数、モード



ＤＸＣＣカントリーリストのメンテナンス P-5 2015/10/27/から有効

（この作業はメイン画面起動時に自動でチェック実施され各自で修正を行っても無効となります。）

この作業はメイン画面起動時に環境設定の登録日より新しい日付の「DXCCLIST.TXT」が同一フォルダーに存在すれば自動でプリフィックス～ＬＰま
での項目は全て置き換わってしまいます。
このため、誤りに気が付いた場合は、ＪＡ５ＢＧＡまでその内容（誤り部分⇒修正後）をレポート願います。
レポートをいただきましたら修正後、「DXCCLIST.TXT」をバージョンアップに添付いたします。

次を理解願います
★ プリフィックス：（修正不可）

データベースの検索を図ることから、唯一無二とする必要が有ること、旧ＢＧＡＬＯＧのデータとの整合を保つこと、学習機能との連携が必要で
ある為にスペルの一部がＡＲＲＬと全て完全一致となっていないこと及び修正が出来ない場合が有ることを理解願います。

★ ＤＸｎｏ：（修正不可、ＡＲＲＬとは整合済）
ＤＸＣＣｎｏを基準として全てを管理していますので修正は不可で修正を行うとＤＸＣＣ検索が出来なくなります。
新規にＤＸＣＣが追加された場合は、当方で作成した番号が自動で追加されます。

★ ゾーン、カントリー、ＧＬ、時差、ＫＭ、ＳＰ、ＬＰ
これらのデータは、各種資料よりＤＸＣＣ番号に結びつけを行う様に作成したものであり、スペル、時差（夏冬）、距離、ＳＰ（ショートパス）、
ＬＰ（ロングパス）など目安として旧ＢＧＡＬＯＧの時代に目安として作成したもので、正式な資料との整合が取れていません。
極力首都を中心としたものを記載していますが、誤りに気が付かれた場合は、レポート願います。

★注意★
リードオンリー解除によりすべての項目を修正することも可能ですが、バージョンアップ時に新しい「DXCCLIST.TXT」により書き換えられますので必ず、
ＪＡ５ＢＧＡまで修正個所を報告願います。
多くの修正を行った場合は。「 「DXCCリストエクスポート」で出力した「DXCCLIST.TXT」の送付をお願いします。
当方から全員に配布を行い統一を図りたいと思います。

プリフィックス、
ＤＸＣＣｎｏ
は絶対に修正不可
（修正を行った場合は、
そのあとは独自でメンテナンス
を行う必要が有ります。）
プリフィックス～ＬＰ間の
修正はＪＡ５ＢＧＡへ要連絡



ＤＸＣＣカントリーリスト印刷 P-6

カントリーリスト印刷を選択
右のリストが印刷されます。

カントリーリスト印刷を選択



ＤＸＣＣカード表示 P-7
詳細は「QSLカードマニアルをご覧になってください。」

Photo の文字のある行をクリックすると
そのＤＸＣＣとして登録している画像が表
示されます。


